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一
．
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
南
部
と
北
部
で
激
し
い
地
域
紛

争
⑴

が
起
き
て
き
た
。南
部
の
ニ
ジ
ェ
ー

ル
・
デ
ル
タ
地
域
の
紛
争
と
、
北
部
の

各
地
で
起
き
た
ボ
コ
ハ
ラ
ム
関
係
の
紛

争
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
紛
争
の
原
因

も
そ
の
担
い
手
も
異
な
る
二
つ
の
紛
争

に
焦
点
を
あ
て
、
現
在
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
起
き
て
い
る
地
域
紛
争
の
特
徴
点

を
析
出
し
て
み
た
い
。
最
初
に
両
紛
争

の
展
開
過
程
を
別
々
に
概
観
し
、
そ
の

後
に
二
つ
の
紛
争
に
み
ら
れ
る
共
通
点

に
焦
点
を
あ
て
、
両
者
に
み
ら
れ
る
同

時
代
性
と
い
う
点
に
も
注
目
し
て
み
た

い
。

二
． 

北
部
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ボ
コ

ハ
ラ
ム
運
動

　

ボ
コ
ハ
ラ
ム
（B

oko H
aram

）
と

は
、「
西
洋
文
化
を
禁
忌
す
る
」
こ
と

を
意
味
す
る
が
、
自
称
で
は
な
く
む
し

ろ
彼
等
を
軽
蔑
的
に
み
て
い
た
人
達
が

つ
け
た
渾
名
だ
と
さ
れ
る
⑵

。
ボ
コ
ハ

ラ
ム
は
、
北
部
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ボ
ル

ノ
州
の
州
都
マ
イ
ド
ゥ
グ
リ
に
あ
る
モ

ス
ク
で
二
〇
〇
二
年
に
誕
生
し
た
と
い

わ
れ
る
。
指
導
者
ア
リ（M

oham
m
ed
 

A
li

）
は
こ
の
時
、
物
質
主
義
反
対
、

西
洋
化
反
対
を
唱
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国

家
の
実
現
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
集

団
が
起
こ
し
た
主
な
事
件
に
つ
い
て
は

表
1
に
ま
と
め
た
。

　

こ
の
集
団
の
名
前
が
国
外
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
事
件
は
二
〇
〇
三
年

一
二
月
に
起
き
た
。
漁
業
権
を
め
ぐ
る

地
元
民
同
士
の
争
い
に
出
動
し
た
警
官

が
武
器
を
奪
わ
れ
、
そ
の
後
反
撃
に
出

た
警
官
隊
が
モ
ス
ク
を
包
囲
し
指
導
者

ア
リ
を
含
む
七
〇
人
以
上
を
殺
害
し
た

事
件
で
あ
る
。こ
の
時
に
、一
部
メ
デ
ィ

ア
が
「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
版
タ
リ
バ
ン
」

と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
道
を

し
た
た
め
、
国
際
的
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ア
メ
リ

カ
大
使
が
「
こ
の
集
団
は
国
際
的
な
脅

威
と
は
な
ら
な
い
し
、
国
際
的
な
聖
戦

運
動
組
織
と
の
繋
が
り
も
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
に
お

い
て
国
際
的
テ
ロ
組
織
と
の
繋
が
り
は

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
参
考
文
献

⑦
）。

　

ボ
コ
ハ
ラ
ム
の
反
政
府
運
動
が
過
激

さ
を
増
し
て
く
る
の

は
、
武
装
闘
争
を
主
張

す
る
ユ
ス
フ
（M

o-

ham
m
ed
 Y
usuf

）
ら

強
硬
派
が
主
導
権
を

握
っ
た
二
〇
〇
七
年
以

降
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
ユ
ス
フ
が
間
も

な
く
殺
害
さ
れ
、
警
察

に
よ
る
ボ
コ
ハ
ラ
ム
掃

討
作
戦
が
強
化
さ
れ
る

と
、
多
く
の
信
者
は
国

外
に
逃
れ
た
。
そ
の
一

部
は
マ
リ
に
あ
る
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
軍
事

訓
練
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
中
頃
に
一
部
の

指
導
者
た
ち
は
マ
イ
ド
ゥ
グ
リ
に
舞
い

戻
り
、
北
部
各
地
で
武
装
闘
争
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
首

都
ア
ブ
ジ
ャ
に
あ
る
国
連
機
関
の
敷
地

内
に
自
爆
車
を
送
り
込
み
、
二
〇
一
二

年
に
は
マ
イ
ド
ゥ
グ
リ
の
公
立
学
校
一

二
校
を
爆
破
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
と
イ
タ

リ
ア
人
の
誘
拐
人
質
事
件
が
起
き
た

時
、
こ
の
組
織
と
国
際
的
テ
ロ
リ
ス
ト

と
の
関
係
が
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
は
、
両
国
政

府
に
送
っ
た
書
簡
の
な
か
で「
我
々
は
、

断
固
と
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
挑
戦
に
対

し
取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、

表1　ボコハラム関係年表
2002 マイドゥグリのンディミ・モスクで誕生。指導者アリ

（Mohammed Ali）。
2003.12 軍隊出動、モスクを包囲。指導者アリを含む約70人以上殺

害。
2004？ 「ナイジェリアタリバン」が国内に戻り、新グループを結成。
2006 モーリタニアのアルカイダ訓練キャンプに子供を送った容

疑で男性逮捕。
2007 強硬派Yusufが主導権を握る。運動の過激化。
2009 警察と衝突。発端は、葬儀の行列を交通警官が阻止。
2010 アブジャの独立50周年記念式典で爆発。
2010 プラトー州のジョスの市場と教会で5-6個の爆弾が爆発。
2010 アブジャ郊外の軍隊の基地内のレストランと市場で爆発。
2011 アブジャの国家警察の本部を爆撃。
2011 公共の場や教会で毎週のように爆発。
2011 ニジェール州、プラトー州、ヨベ州で爆発。45人が死亡。
2012 カノの政府機関3カ所、警察本部、入国管理事務所、国家

安全局を襲撃。
2012 マイドゥグリの約12の公立学校が夜間に爆破される。
2012 ジョスの政府建物の近くにある教会の外で自爆攻撃。
2012 ジョナサン大統領が、政府や軍隊の上部にまでボコハラム

侵入の可能性ありと発表
2012 外国人人質2人の解放に失敗。

（出所）Walker（2012）等を参考に筆者作成。

特　集

 不安定化する
｢サヘル・アフリカ｣

島
田
周
平

二
〇
〇
〇
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ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
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地
域
紛
争
過
激
化
に
つ
い
て
考
え
る
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国
際
世
論
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
こ
と

に
よ
り
、
政
府
の
ボ
コ
ハ
ラ
ム
制
圧
行

動
を
正
当
化
し
、
か
つ
両
国
か
ら
の
援

助
を
期
待
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
八
ペ
ー
ジ
）。

　

現
在
こ
の
組
織
は
小
さ
な
細
胞
に
分

裂
し
、
三
〇
人
か
ら
な
る
執
行
会
議

（S
hura C

oun
cil

）
も
全
員
揃
っ
て

開
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
連
絡
や
指
示

は
携
帯
電
話
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
。

三
． 

ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
地
域

の
紛
争

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
地
域
の
紛
争

の
歴
史
は
古
い
が
、
運
動
が
過
激
化
し

て
き
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
で

あ
る
（
表
2
参
照
）。
誘
拐
な
ど
が
頻

発
し
た
の
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇

六
年
に
か
け
て
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑤

⑥
）。

　

紛
争
原
因
と
し
て
多
く
の
研
究
者
が

指
摘
す
る
の
が
、
政
治
的
疎
外
と
経
済

的
周
辺
化
に
対
す
る
こ
の
地
域
の
人
々

の
怒
り
で
あ
る
。植
民
地
支
配
末
期
に
、

三
大
民
族
を
中
心
と
し
た
三
地
域

（region

）
体
制
が
整
え
ら
れ
て
以
降
、

こ
の
地
域
の
人
々
は
国
政
レ
ベ
ル
で
は

発
言
権
を
持
た
な
い
少
数
民
族
の
地
位

に
置
か
れ
て
き
た
。ま
た
こ
の
地
域
は
、

一
九
五
六
年
の
原
油
生
産
開
始
以
来
、

油
井
掘
削
や
原
油
生
産
に
よ
る
深
刻
な

環
境
破
壊
を
被
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
さ
れ

ず
、
国
内
で
最
も
低
開
発
な
地
域
と
し

て
取
り
残
さ
れ
て
き
た
（
参
考
文
献
①

五
七
六
〜
五
七
八

ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て

何
よ
り
、
生
業
（
農

業
、
漁
業
、
製
塩
、

船
造
り
、）
の
被
害

は
甚
大
で
あ
っ
た

（
参
考
文
献
⑥
）。
こ

の
よ
う
な
政
治
的
疎

外
と
経
済
的
周
辺
化

に
苦
し
め
ら
れ
る
な

か
で
、
人
々
は
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ

人
民
義
勇
軍
（
Ｂ
Ｄ

Ｐ
Ｖ
Ｆ
）
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
解
放

運
動
（
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
）、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・

デ
ル
タ
軍
事
行
動
連
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｄ
）、
イ
ジ
ャ
ウ
青
年
会
議
（
Ｉ
Ｖ
Ｃ
）

等
を
結
成
し
て
き
た
。

　

参
考
文
献
③
は
、
こ
の
地
域
の
紛
争

の
過
激
化
が
準
備
さ
れ
た
期
間
を
、
一

九
六
七
年
か
ら
一
九
九
〇
年
初
頭
ま
で

の
間
で
あ
る
と
し
て
い
る
。こ
の
時
期
、

人
々
は
多
国
籍
企
業
に
対
し
奨
学
金
、

雇
用
、
社
会
施
設
の
充
実
等
の
具
体
的

要
求
を
掲
げ
始
め
た
が
、
企
業
側
は
機

動
隊
や
私
兵
を
使
っ
た
暴
力
的
な
「
保

安
作
戦
」
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。
こ
れ

に
反
撥
し
た
人
々
は
、
そ
れ
ま
で
の
平

和
裡
な
誓
願
や
損
害
賠
償
運
動
を
、
強

硬
な
反
多
国
籍
企
業
運
動
に
転
換
し

た
。
オ
ゴ
ニ
民
族
生
存
運
動
（
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｐ
）
や
イ
ジ
ャ
ウ
国
民
議
会
（
Ｉ
Ｎ

Ｃ
）、
イ
ゾ
ン
社
会
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ

ル
タ
連
合
（
Ｆ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）
等
の
組
織

が
生
ま
れ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
組
織
は
や
が
て
反
政
府
運
動

も
活
発
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
軍

事
政
権
の
対
応
は
強
圧
的
な
も
の
で
、

一
九
九
五
年
の
ケ
ン
・
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ア

（K
en
 S
aro-W

iw
a

：
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
の

指
導
者
）
の
処
刑
、
一
九
九
八
年
の
カ

イ
ア
マ
（K

aiam
a

）
宣
言
に
対
す
る

徹
底
的
抑
圧
、
一
九
九
九
年
の
オ
デ
ィ

（O
d
i

）
の
町
の
破
壊
等
と
続
い
た
。

こ
れ
に
反
撃
す
る
よ
う
に
、
ニ
ジ
ェ
ー

ル
・
デ
ル
タ
人
民
自
由
軍
（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｖ

Ｆ
）
を
は
じ
め
多
く
の
武
装
集
団
が
生

ま
れ
て
き
た
。

四
． 

軍
事
政
権
時
代
に
蓄
積
さ
れ

た
要
因

　

ボ
コ
ハ
ラ
ム
は
反
物
質
主
義
・
反
西

洋
化
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
実
現
を
訴

え
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
地
域
の
紛

争
は
環
境
破
壊
や
人
権
問
題
、
政
府
の

無
策
を
批
判
し
、
両
者
の
要
求
は
ま
っ

た
く
異
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
二
つ
の
紛
争
は
時
を
同
じ
く
し
て
一

九
九
九
年
の
民
政
移
管
後
に
過
激
化
し

て
き
た
。
こ
の
同
時
代
性
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
そ
の

前
の
軍
事
政
権
期
の
政
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
民

政
移
管
（
一
九
九
九
年
）
す
る
直
前
の

バ
バ
ン
ギ
ダ
（I. B

abangida: 1985-

1993

）
と
ア
バ
チ
ャ
（S

. A
bacha: 

1993-1998

）
政
権
の
一
五
年
間
を
検

討
す
る
。

　

結
論
を
先
取
り
的
に
い
え
ば
、
こ
の

軍
事
政
権
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
の

紛
争
に
対
し
て
は
徹
底
的
な
弾
圧
で
望

み
、
北
部
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
対
し

て
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
政
策
で
臨
ん

だ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
面
政
策

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
両
方
の

表2　ニジェールデルタの地域紛争関係年表
1990 オゴニ人権宣言を政府に提出。
1990前半 オゴニ民族生存運動（MOSOP）、イジャウ国民議会（INC）、

イゾン社会ニジェールデルタ連合（FNDIC）らが設立。
1995 ケン・サロ＝ウィワ（Ken Saro-Wiwa）処刑。
1998 Ijaw Youth CouncilがKaiama宣言。軍隊による砲撃、焼き討ち。
1999 軍と警察がオビ（Obi）の町を襲撃
2004 Niger Delta Ijawが政治的要求
2004 ニジェールデルタ人民自由軍（NDPVF）が石油設備を襲撃。

シェル石油は235人の引き揚げを決定。
2004 Obasanjo大統領が仲裁に乗りだす。
2004 仲裁失敗。
2005 武装集団（INMPD）が労働者6人誘拐
2005 NDPVFの指導者が逮捕。NDPVFがパイプラインを破壊。8人

を殺害。
2006 新武装集団、ニジェールデルタ解放運動（MEND）発足。
2006 MENDが、イタリア石油会社を襲撃。9人の従業員を殺害。
2006 MENDがアメリカ人3人、イギリス人2人、エジプト人、フィ

リピン人各1人、タイ人2人を誘拐。
2006 イドゥイミ自由軍（IVF）が8人の外国人誘拐。
2006 イジャウ若者戦闘隊（IYM）がドイツ人労働者1名を誘拐。
2006 武装集団が軍を襲撃。シェル石油で働く韓国人5人を誘拐。
2009 政府がMEND掃討作戦を実施。MENDは警官や外国人船員を

誘拐。数千人が戦闘地区から避難。数百人が死亡。

2009.6 政府は、2009年8月6日から10月4日までの60日間、ニジェール
デルタ地域の武装集団に対し無条件の特赦を与えることを表明。

（出所）Ogbebor（2008）、Ojie（2008）等を参考に筆者作成。

二〇〇〇年代ナイジェリアの 地域紛争過激化について考える  
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地
域
で
人
々
の
不
満
は
蓄
積
し
続
け
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

国
家
歳
入
の
七
〇
〜
八
〇
％
を
占
め

る
石
油
生
産
の
維
持
は
、
軍
事
政
権
の

最
優
先
事
項
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

石
油
生
産
地
域
で
起
き
る
反
政
府
・
反

多
国
籍
企
業
運
動
に
対
し
て
、
人
権
侵

害
で
あ
る
と
い
う
国
際
的
批
判
を
も
顧

り
み
ず
、
軍
事
政
権
は
武
力
で
徹
底
的

に
弾
圧
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地

域
で
は
政
治
の
民
主
化
を
求
め
る
要
求

が
強
く
、
軍
事
政
権
に
よ
る
数
次
に
わ

た
る
民
政
移
管
計
画
の
延
期
や
大
統
領

選
挙
結
果
の
破
棄
（
一
九
九
三
年
）
に

対
す
る
反
発
と
失
望
は
大
き
か
っ
た

（
参
考
文
献
④
）。

　

他
方
、北
部
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
で
は
、

人
々
は
経
済
の
自
由
化
や
西
洋
化
の
進

展
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
一
九
八
六

年
の
構
造
調
整
計
画
の
開
始
以
来
、
北

部
で
も
経
済
格
差
は
拡
大
し
、
貧
困
層

の
増
大
が
進
ん
で
い
た
。
失
業
中
の
若

者
が
増
え
る
な
か
、
奢し

ゃ

侈し

的
生
活
を
み

せ
び
ら
か
す
富
裕
層
も
出
て
き
た
。
こ

れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
者
の
攻
撃

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。一
九
八
五
年
、

バ
バ
ン
ギ
ダ
は
抜
き
打
ち
的
に
イ
ス

ラ
ー
ム
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
へ
の
正

式
加
盟
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
制
憲
議

会
に
北
部
で
の
シ
ャ
リ
ア
法
導
入
の
検

討
を
働
き
か
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の

期
待
に
応
え
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る

軍
人
や
高
官
、
政
治
家
の
間
に
も
汚
職

が
蔓
延
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
軍
事
政

権
体
制
そ
の
も
の
の
堕
落
が
問
題
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
原
理
主
義
者
達
の

怒
り
は
む
し
ろ
増
大
し
て
き
た
。
そ
し

て
彼
等
の
攻
撃
の
対
象
は
、
既
成
の
イ

ス
ラ
ー
ム
宗
派
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
⑶

。

五
． 

二
〇
〇
〇
年
代
に
起
き
て
き

た
新
し
い
変
化

　

一
九
九
八
年
に
ア
バ
チ
ャ
が
急
死

し
、
翌
年
、
民
選
の
大
統
領
が
誕
生
し
、

第
四
共
和
制
が
発
足
し
た
。
共
和
制
の

発
足
に
よ
り
、
軍
政
時
代
に
は
起
き
な

か
っ
た
幾
つ
か
の
変
化
が
現
れ
た
。

　

第
一
の
変
化
は
、
連
邦
政
府
と
州
政

府
と
の
力
関
係
の
変
化
で
あ
る
。
連
邦

政
府
の
中
央
集
権
性
は
弱
体
化
し
て
き

た
。
二
〇
〇
〇
年
に
北
部
の
ザ
ン
フ
ァ

ラ
州
で
起
き
た
シ
ャ
リ
ア
法
導
入
の
動

き
は
た
ち
ま
ち
北
部
一
二
州
に
及
び
、

連
邦
政
府
は
こ
の
動
き
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
動
き
が
、
ボ

コ
ハ
ラ
ム
の
運
動
に
勢
い
を
与
え
た
可

能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
の
変
化
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ

ル
タ
地
域
の
武
装
集
団
と
政
府
の
対
話

の
始
ま
り
で
あ
る
。
民
主
政
治
の
登
場

で
、
自
分
た
ち
の
要
求
が
実
現
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ

地
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
オ
バ
サ
ン

ジ
ョ
大
統
領
の
対
応
は
鈍
い
も
の
と

映
っ
た
。
こ
の
た
め
彼
等
は
、
外
国
人

の
誘
拐
に
よ
っ
て
政
府
に
圧
力
を
か
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
多
国
籍
企
業

の
従
業
員
の
一
時
撤
退
な
ど
に
よ
り
石

油
生
産
の
減
少
に
直
面
す
る
と
、
政
府

は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
地
域
の
武
装

集
団
と
交
渉
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、

二
〇
〇
六
年
に
は
対
話
を
開
始
し
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
は
遂
に
武
器

の
供
出
を
条
件
に
特
赦
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。ニ
ジ
ェ
ー
ル
・

デ
ル
タ
地
域
の
紛
争
に
関
し
て
い
え

ば
、
民
主
政
権
の
誕
生
は
一
時
的
に
運

動
の
過
激
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、

そ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
で
対
話
の
途
が
開
か

れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
二
つ
の
変
化
は
、
軍
政
か
ら
民

政
へ
の
移
行
と
い
う
国
内
的
要
因
で
説

明
で
き
る
。
し
か
し
二
つ
の
紛
争
の
同

時
代
性
を
語
る
に
は
、
当
時
の
国
際
情

勢
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　

第
一
に
あ
げ
る
べ
き
は
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
ア
フ
リ
カ
各
地
で
起
き
た
地
域

紛
争
の
影
響
で
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
の

リ
ベ
リ
ア
（
二
〇
〇
三
年
和
平
合
意
）

や
シ
ェ
ラ
レ
オ
ー
ネ
（
二
〇
〇
二
年
紛

争
終
結
）、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
東

ア
フ
リ
カ
の
ス
ー
ダ
ン
な
ど
で
地
域
紛

争
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
ら
の
紛
争
が
武

器
の
入
手
を
容
易
に
し
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
に
お
け
る
使
用
武
器
の
重
火
器
化
が

進
み
、
戦
闘
が
激
化
し
て
き
た
。

　

第
二
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
急
拡
大

し
た
携
帯
電
話
（
ボ
コ
ハ
ラ
ム
）
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル

タ
地
域
）
の
普
及
で
あ
る
。
紛
争
の
過

激
化
は
組
織
の
細
分
化
（
過
激
集
団
の

分
派
化
）と
も
大
き
な
関
係
が
あ
る
が
、

そ
の
細
分
化
を
可
能
に
し
た
の
が
新
し

い
通
信
手
段
の
利
用
で
あ
る
。
細
分
化

し
た
組
織
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の

行
動
が
国
際
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
。
地
域

紛
争
を
、
閉
ざ
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
情

報
の
な
か
で
小
規
模
に
戦
わ
れ
て
い
る

紛
争
だ
と
捉
え
る
こ
と
は
、
も
は
や
適

切
で
な
い
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
国
際
的
武
力
集
団

と
の
関
係
で
あ
る
。
外
国
メ
デ
ィ
ア
の

な
か
に
は
ボ
コ
ハ
ラ
ム
と
ア
ル
カ
イ
ダ

と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
一
部
の
メ
ン
バ
ー
が
ア

ル
カ
イ
ダ
関
連
組
織
の
軍
事
訓
練
に
参

加
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、

組
織
的
な
連
携
関
係
に
は
な
い
と
い
う

の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
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と
に
、
ボ
コ
ハ
ラ
ム
と
ア
ル
カ
イ
ダ
の

関
係
を
積
極
的
に
示
唆
し
て
い
る
の
は

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
方
で
あ
る
。
政

権
基
盤
の
弱
い
ジ
ョ
ナ
サ
ン
現
大
統
領

が
、
ボ
コ
ハ
ラ
ム
と
国
際
テ
ロ
と
の
関

係
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
ボ
コ
ハ
ラ
ム

制
圧
の
正
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
か
つ
国

際
的
支
援
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
見
方
が
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
、

（
北
部
出
身
の
）
政
治
家
や
高
官
の
な

か
に
ボ
コ
ハ
ラ
ム
の
信
者
や
シ
ン
パ
が

潜
入
し
て
い
る
可
能
性
に
も
言
及
し
た

こ
と
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑦
七
―
八

ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
も
、
自
ら
の
政
権
基

盤
を
脅
か
し
か
ね
な
い
北
部
の
政
治
家

や
高
官
の
動
き
を
牽
制
し
て
の
発
言
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

六
．
お
わ
り
に
か
え
て

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
二
つ
の
紛

争
は
い
ず
れ
も
「
民
族
的
」
ラ
イ
ン
で

戦
わ
れ
て
い
る
紛
争
で
は
な
い
。ま
た
、

集
団
が
細
分
化
し
て
お
り
、
一
部
集
団

が
武
装
化
を
強
め
て
き
た
点
、
し
か
も

そ
れ
ら
の
武
装
化
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に

は
高
学
歴
の
若
者
達
が
多
く
近
代
的
兵

器
や
通
信
手
段
の
利
用
に
習
熟
し
て
い

る
点
で
も
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。

　

現
在
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
は
、「
民

族
的
」
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
よ
り
小
さ

な
集
団
レ
ベ
ル
で
武
装
化
し
て
き
た
こ

れ
ら
の
集
団
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

べ
き
か
と
い
う
新
し
い
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
政
府
は
か
つ
て
軍
事
政
権
が

行
っ
た
よ
う
な
抑
圧
的
な
対
応
が
こ
の

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を

理
解
し
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
の
集
団
と

の
対
話
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
場
合
、
二
つ
の
反
政
府
運
動
の
目
的

や
要
求
に
は
共
通
点
は
見
ら
れ
な
い
の

で
、
個
別
の
対
応
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

政
府
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
地

域
の
武
装
集
団
と
は
す
で
に
対
話
を
開

始
（
二
〇
〇
四
年
）
し
、
実
効
性
に
は

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の

特
赦
を
実
施
（
二
〇
〇
九
年
）
し
た
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ
ル
タ
地
域
出
身
の
大

統
領
が
政
権
の
座
に
い
る
今
こ
そ
、
政

府
と
武
装
集
団
と
の
間
で
実
質
的
な
和

平
協
議
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
期

待
さ
れ
る
。

　

問
題
は
ボ
コ
ハ
ラ
ム
の
方
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
の
人
質
の
救
出
失
敗
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
と
ボ
コ
ハ
ラ
ム

の
間
に
は
未
だ
話
し
合
い
の
途
は
構
築

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
細

分
化
と
過
激
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
ボ
コ

ハ
ラ
ム
の
運
動
が
、
国
境
を
越
え
て
国

際
的
組
織
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
可

能
性
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
政
権
基

盤
の
弱
い
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

に
政
権
基
盤
の
な
い
ジ
ョ
ナ
サ
ン
現
政

権
に
は
対
応
が
一
層
難
し
く
な
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。

（
し
ま
だ　

し
ゅ
う
へ
い
／
東
京
外
国
語

大
学
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
特
任

教
授
）

《
注
》

⑴
ボ
コ
ハ
ラ
ム
の
運
動
は
地
域
紛
争
と
呼

ぶ
に
は
地
域
的
限
定
性
が
低
い
が
、
こ

こ
で
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
に
お
け
る

地
域
紛
争
と
し
て
お
く
。

⑵
ユ
ス
フ
の
支
持
者
達
は
自
ら
をJam

a, 
atu A

hlus-S
un
n
ah L

id
d
a, A

w
ati 

W
al Jihad

（
神
の
思
し
召
し
と
聖
戦

の
教
え
に
帰
依
す
る
信
徒
集
団
）
と
呼

ん
で
い
る
（
参
考
文
献
⑦
八
ペ
ー
ジ
）。

⑶
ボ
コ
ハ
ラ
ム
の
人
た
ち
は
、
北
部
イ
ス

ラ
ー
ム
社
会
の
主
流
と
な
っ
て
い
る

Q
ad
iriyya

（
ソ
コ
ト
の
ス
ル
タ
ン
を

頂
点
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
）

やT
ijan

iyya

（
カ
ノ
で
一
九
三
〇
年

代
以
降
勢
力
を
広
げ
て
き
た
イ
ス
ラ
ー

ム
神
秘
主
義
）
の
両
方
に
対
し
、
世
俗

的
に
汚
れ
て
い
る
と
批
判
的
で
あ
る
。

こ
の
点
で
は
一
九
八
〇
年
代
の
原
理
主

義
運
動
組
織
マ
イ
タ
シ
ン
と
同
じ
で
あ

る
（
参
考
文
献
②
一
四
四
ペ
ー
ジ
、
参

考
文
献
⑦
四
ペ
ー
ジ
）。
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